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独立の気運とＥＵＲＯ２０１６ （ＴＢＳラジオ 「日本全国８時です」 ２０１６．６．１６） 

 

 １週間後の６月２３日にイギリスがＥＵに残留か離脱かの国民投票が行なわれま

す。 

 ＥＵはヨーロピアン・ユニオン、欧州連合の略で、２８の国家が連合関係にある連

邦国家に近い体制ですが、その中でもドイツに次ぐ経済大国のイギリスが抜ければ、

きわめて影響力の大きい結果になります。 

 様々な影響が心配されていますが、イギリスの離脱が決定した場合、連鎖反応が発

生するのではないかと憂慮されています。 

 最近の世論調査では「ＥＵに不満」という国民の比率は、ギリシャの７１％、フラ

ンスの６１％、スペインの４９％となっていますし、ＥＵの中心であるドイツでさえ

４８％になっています。 

 

 このようなＥＵからの離脱への憂慮だけではなく、既存の国家の内部でも独立の気

運が高まるのではないかという心配があり、第一がイギリスの一部であるスコットラ

ンドで独立運動の再燃です。 

 イギリスの正式名称は「グレートブリテン及び北アイルランド連合王国」であるよ

うに、イングランド、スコットランド、ウェールズ、北アイルランドという４つの地

域によって構成されていますが、１５３６年にウェールズ、１７０７年にスコットラ

ンド、１８０１年にアイルランドがイングランドに統合されるまでは、それぞれ民族

も言語も違う王国でした。 

 そのような背景から２年前の９月にスコットランドではイギリスからの独立につ

いての国民投票が実施され、５５％が反対で何とか収まりました。 

 しかし、スコットランドはＥＵ残留支持の比率が５１％、離脱支持が２１％と残留

支持が多数派なので、もし離脱になれば、イギリス政府への不満から、再度、独立機

運が高まるかも知れません。 

 

 このようなイギリスの成立の歴史を象徴するのが、今週から始まっている４年に１

回開催の「欧州サッカー連盟（ＵＥＦＡ）」主催「ヨーロッパ選手権（ＵＥＦＡＥＵＲ

Ｏ２０１６）」です。 

 現在、予選に勝ち残った２４のナショナルチームが６グループに分かれて戦ってい

ますが、そのなかにイングランド、ウェールズ、北アイルランドが入っており、なぜ

イギリスではないのかと不思議に思われるかも知れません。 

 これは１９０４年に上部組織である国際サッカー連盟（ＦＩＦＡ）がヨーロッパの

８カ国により設立されたときに遡ります。 

 それより２０年前の１８８２年にイギリスは４つの地域が共通のルールで試合を

するために国際サッカー協議会を設立していたのですが、ＦＩＦＡが設立された翌年

の１９０５年にサッカー発祥の地であるイギリスにも参加してもらうために、ＦＩＦ
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Ａが例外的に４つの地域を別々に参加させることを了解したのです。 

 その影響で、ＦＩＦＡは国単位ではなく、地域単位での加盟が認められ、台湾、香

港、デンマークのフェロー諸島、オランダのキュラソー島、アメリカのグアムなど１

０以上の地域が参加し、国連加盟国１９３カ国以上の２１１の国や地域が加盟してい

ます。 

 スコットランドは予選で負けたので、今回のヨーロッパ選手権には出場していませ

んが、ＵＥＦＡやＦＩＦＡには加盟しています。 

 

 既存の国家から独立したいという気持をもたらす要因は、スコットランドのように

民族が違う、言語が違うという理由以外に、宗教が違う、国内格差があるなどの理由

があり、その結果、世界各地に独立を狙っている地域が数多くあります。 

 

 スペインのフランスと国境を接する北東部に位置するカタルーニャ州も１４７９

年にスペインが統一されるまではカタルーニャ君主国という独立国であり、言語もス

ペイン語以外にカタルーニャ語を公用語としており、独立の気運が強い地域です。 

 ２００６年にカタルーニャ自治憲章が制定されましたが、２０１０年に憲法裁判所

が違憲であるという判決を出したため、独立運動が活発になり、２０１４年に独立住

民投票が行なわれ、独立賛成が８０％を越えました。 

 しかし、投票に参加した人が住民の３分の１でしかなかったという理由でスペイン

首相が認め難いとしたため、さらに独立運動が盛り上がり、今年１月に就任したカタ

ルーニャ州の新首相プッチダモンは１８ヶ月以内に「カタルーニャ共和国」を樹立す

ると宣言しており、予断を許しません。 

 

 スペインのサッカーリーグ「リーガ・エスパニョーラ」には「エル・クラシコ」と

いわれる伝統の一戦があります。 

 これはマドリードを本拠としてクリスチャーノ・ロナウドが活躍する「レアル・マ

ドリード」と、メッシ、スアレス、ネイマールが活躍する「ＦＣバルセロナ」の対戦

ですが、リーガ・エスパニョーラの両雄の対決というだけではなく、ご紹介したよう

な政治的背景を知りながら見ると、一層、興味が湧く熱戦になります。 

 これまでレアル・マドリードが９３勝、ＦＣバルセロナが９１勝という伯仲した結

果になっており、今年４月２日の試合の生中継を深夜３時からテレビジョンで見まし

たが、普通のライバルの対戦を越えた独立戦争を想像させるような凄い試合でした。 

 

 １９９０年代になり、「民族のるつぼ」といわれるバルカン半島に位置するユーゴ

スラビアが解体して、スロベニア（１９９１）、マケドニア（１９９１）、クロアチア

（１９９１）、ボスニア・ヘルツェゴビナ（１９９２）、モンテネグロ（１９０３）、セ

ルビア（１９０３）、コソボ（１９０８）など多数の新しい国家が生まれました。 

 またチェコスロバキアが解体してチェコ（１９９３）とスロバキア（１９９３）が
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誕生し、この２０年程の間に一気に１０数ケ国が分離独立しています。 

 この地域もサッカーの名選手を輩出しており、グランパスエイトの選手、監督をし

たストイコビッチはセルビア、日本代表監督のハリルホジッチはボスニア・ヘルツェ

ゴビナ、サンフレッチェ広島に在籍するミキッチはクロアチアなどが有名ですが、こ

れまでＪリーグに在籍した選手は数十人にもなります。 

 

 今週から始まった「ＵＥＦＡＥＵＲＯ２０１６」にも、その地域からアルバニア、

クロアチア、スロバキア、チェコなどが参加しており、単にサッカーの試合としてだ

けではなく、本日（１６日）深夜のウェールズ対イングランド戦、明日（１７日）深

夜のチェコ対クロアチア戦、１９日の未明のルーマニア対アルバニア戦などは、スポ

ーツの試合としてだけではなく、民族の歴史を背負って戦っている試合として観戦す

ると、より深く味わえると思います。 


